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AOSSA 子ども家庭センタ ・ー子育て支援室・相談室
　子ども家庭センター・子育て支援室・子育て相談室は、
平成 19 年度に福井市から事業委託を受け、平成 23 年度
までの 5 カ年を学校法人福井仁愛学園が運営してきた。
平成 23 年度に事業委託期間終了に伴って、平成 24 年度
から平成 29 年度の 5 カ年間の受託業者の選定に、福井
市はプロポーザル形式による公募を導入した。一次審査、
二次審査を経て、学校法人福井仁愛学園に受託者が決定
した。平成 24 年度以降の事業運営については、事業の
さらなる発展と、効果評価が求められている。そのため、
計画的事業を展開する必要性があり、子育て親子にとっ
て当センターがなくてはならない存在となれるよう、いっ
そうの努力と研鑽が求められる。今回の報告は、5 カ年
の当センター の実績と今後の展望について概略する。
１．子育て支援室 5 か年の実績
１）子育て支援室利用数の推移
　表 1 は、子育て支援室の利用数の推移である。総延べ
利用数と世帯数に関しては、統計を取り始めた年度からの
記載である。子ども利用数は毎年度7,500人前後で推移し、
総数は毎年度 14,000人をやや超えながら推移している。
２）子育て支援室の子ども利用年齢
　表 2 は、子育て支援室の子ども利用年齢の 5 カ年度
の平均である。当センターは、子どもの利用年齢が、2
歳未満で全体の約 6 割、3 歳未満で全体の約 8 割とい
うことが特徴であった。
３）子育て支援室の子育て講座開催状況
　表 3 は、子育て支援室が企画した子育て講座の開催
状況である。子育て講座は、主に子育てマイスターに依
頼しながら、毎年多彩な企画を行っている。結果的に開
催回数や参加人数は、年々増加している。
２．子育て支援室 5 ヵ年の蓄積のまとめ
○近隣地域（3 キロ未満）の利用者定着と認知度が向上し
た。0 歳から 3 歳未満が多く利用した。近隣地域在住の
3 歳未満の子育て家族の交流ができるようになってきた。
○遠方からは（5 キロ以上　特に土曜日曜）父親、両親
そろっての利用が多かった（図１）。平日と祝祭日とで
行事企画や講座の内容の検討が必要になってきた。
○子育て支援ボランティアを育成、活用できるようになってき
た。地域に子育て支援の輪を広めていけるようになっている。
H19 年度
H20 年度 
H21 年度 
H22 年度 
H23 年度
表 1．子育て支援室の利用数の推移
5,572
7,850
7,510
7,262
7,491
子どもの
延べ利用数 (人 )
―
15,208
14,389
14,252
14,431
総延べ
利用数 (人 )
―
―
1,398
1,529
1,464
世帯数（世帯） 
1 歳未満
1歳～ 2歳未満
2歳～ 3歳未満
3歳～ 4歳未満
4歳～ 5歳未満
5歳～ 6歳未満
6歳～就学前
未記入
表 2．子育て支援室の子ども利用年齢
平均利用数 (人)年齢
1588.3 
2644.5 
1543.8
720.3 
316.5 
172.3 
49.5 
13.5 
 
割合 (％)
22.5 
37.5 
21.9
10.2 
4.5 
2.4 
0.7 
0.2 
 
H20 年度
H21 年度
H22 年度
H23 年度
表 3．子育て講座の開催回数と参加人数
開催回数 (回)
18
22
27
37
参加人数 (人)
516
795
1,326
1,426
37
????
?
?
??
?
?
?
?
????
?
?
??
?
?
?
?
AOSSA 子ども家庭センタ ・ー子育て支援室・相談室 地域活動実践センター活動報告
36
○子育て講座が充実してきた（仁愛学園の講師陣を活用
した子育て講座）。子育て親に、より適切な子育てに
関する知識や情報を提供できるようになった。
○小児科医や心理士による相談の充実が図られてきた。
気軽な雰囲気の中で、専門的なアドバイスや、子育て
不安の解消が行われてきた。
３．子育て相談室 5 ヵ年の実績
１）子育て相談室利用数の推移
　表4は、子育て相談室の相談数の推移である。表中のカッ
コ内は、専門相談合計における内訳を示した。相談件数は、
訪問支援を開始し始めた平成 22 年度より急増した。
２）子育て親子のためのグル プーワーク企画
　平成 23 年度より、当センター 心理職員により、「パパ・マ
マのグル プーワーク」と称し、子育て支援室を利用している
子育て親子を対象に、毎月グループワークを開催した。子
育て不安解消の目的で開催した。子育てに関するテーマを
回ごとに決め、心理士がファシリテータ とーなって、子育て
親の話を展開した。参加者からは、他の親の身近な悩みな
どを共有でき、自分の子育てについて振り返ることができた
と好評であった。写真はグル プーワークの一こまである。
４．子育て相談室 5 カ年の蓄積のまとめ
○来談者中心に電話相談・面接相談を行い、相談室機
能の基盤づくりが行えた。乳幼児期における面接相談
の力が育成された。予約なしでの相談にも専門的に対
応でき、気軽に相談できる雰囲気を作れた。
○心理士による訪問対応・支援を行い、保育所、保健セ
ンター等と具体的連携がとれるようになった。
○子育て支援室を利用している気がかりな子の対応を、
子育て相談室職員とともに行えるようになった。子ども
や親の気持ちに即した支援が展開され、丁寧かつ専
門的な相談が行えた。
５．今後の展望
　5カ年の事業実績の蓄積と課題から、今後の運営にあ
たり以下のような展開を見出している。子育て支援室は、
①子育て親子の孤立化を未然に防止するための取り組み 
②利用形態が多様な子育て親を「つなげる支援」や「子
育てグル プーの形成」。子育て相談室は、①乳幼児期の相
談について専門的役割を担える②要保護事例の背景要因
分析やリスク等、アセスメントシ トーの作成とそれを活用し
た関係機関との連携。今後も仁愛女子短期大学地域活動
実践センターにお
ける地域支援活動
の一助を担えるよ
う、より一層関係
機関と連携を図り
ながら事業を行っ
ていきたい。
◆◆◆◆◆◆◆◆平成23年度　活動一覧
◆管理栄養士国家試験対策リカレント講座
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
８月20日(土)
９月15日(木)
９月22日(木)
９月29日(木)
10月６日(木)
10月13日(木)
10月19日(水)
10月27日(木)
11月17日(木)
11月24日(木)
12月１日(木)
12月３日(土)
12月８日(木)
12月15日(木)
12月22日(木)
１月12日(木)
１月19日(木)
１月26日(木)
１月28日(土)
第１回 全国統一模擬試験
食べ物と健康－１（調理）
食べ物と健康－２（食品）
食べ物と健康－３（食品衛生）
栄養教育論
公衆栄養学
基礎栄養学
応用栄養学
生化学
社会・環境と健康－１
社会・環境と健康－２
第2回 全国統一模擬試験
人体の機能と栄養（解剖生理）
人体の構造と疾患（病理）
臨床栄養学－１（診断）
臨床栄養学－２（栄養）
給食経営管理論－1
給食経営管理論－２
第３回 全国統一模擬試験
牧野・百木
谷　　洋子
加藤　隆夫
加藤　隆夫
牧野みゆき
牧野みゆき
種村　安子
佐藤　裕保
谷　　政八
出口　洋二
出口　洋二
牧野・百木
齋藤　正一
齋藤　正一
齋藤　正一
清水瑠美子
桑野　洋子
桑野　洋子
牧野・百木
開講日 参加人数教　　科 講　　師 （敬称略）
25
33
32
34
35
39
29
33
29
29
34
58
30
29
27
26
29
15
56
◆講師派遣
講師氏名日　時 テーマ 依頼団体
６月24日(金)
12月17日(土)
前田　敬子
岸松　静代
絵本について
クリスマスケーキ講習会
まごころ保育園
仁愛女子短期大学附属幼稚園
◆学生の社会的活動等の報告
活動名 活動日時 活動場所
仁愛女子短大
学生
仁愛女子短大
ユネスコクラブ
1年間
使用済切手・書き損じ葉書
回収活動
（学内数カ所にボックス設置）
仁愛女子短大
主催団体 活動の対象
仁愛女子短大
ユネスコクラブ
4
仁愛女子短大
学生と来学者
仁愛女子短大
ユネスコクラブ
１０月１5日(土)
9:00～16:00
大学祭活動
仁愛女子短大
仁愛女子短大
ユネスコクラブ
38
幼児～小学生三国図書館年間9回仁愛のお姉さんと遊ぼう会 三国図書館 ボランティアサ クール 47
小学生たけのこ児童館8月23日仁愛短大のおねえさんとあそぼう たけのこ児童館 ボランティアサ クール 4
幼児～小学生坂井図書館年間8回おはなし会 坂井図書館 ボランティアサ クール 30
幼児～小学生ほやほやママの会7月10日ほやママバザ iーnなつまつり きらら館 ボランティアサ クール 8
乳幼児南保育園8月31日誕生会 南保育園 ボランティアサ クール 4
一般市民森田地区活性化委員会7月24日第8回もりた夢市 森田小学校体育館 食物栄養専攻 9
一般市民森田地区文化委員会7月～１月「城址公園を夢見よう」ワ クーショップ 森田公民館 環境生活専攻 8
一般市民森田地区文化委員会１年間石丸城址公園ＰＲ動画制作 森田公民館 生活情報専攻 3
一般市民森田地区文化委員会年間６回夢ギャラリー 森田作品展示 森田駅 生活情報専攻 60
一般市民福井市こども会育成連合会11月20日第43回 福井市子ども大会 福井市きらら館 折り紙研究会 6
一般市民福井市消費者センター11月27日福井市消費者まつり フェニックスプラザ 折り紙研究会 7
880
一般市民森田地区文化委員会7月17日森田夢駅～夏物語 森田駅 絵本サ クール・
音楽学科・生活環境専攻
44
一般市民森田地区活性化委員会11月13日第9回もりた夢市 森田小学校体育館 食物栄養専攻・
生活環境専攻
16
一般市民森田地区文化委員会12月4日森田夢駅～冬物語 森田駅 絵本サ クール・
生活環境専攻
9
園児仁愛女子短大附属幼稚園
6月6日･
7月4日
お誕生日会コンサ トー 仁愛女子短大附属幼稚園 音楽学科 ７
乳幼児・小学生
障害児（者）
各幼稚園･保育園・施設１年間保育ボランティア 各幼稚園･保育園・施設 幼児教育学科 512
身体障がい者の方と
その家族 
鯖江市社会福祉協議会年間6回障がい者のためのパソコン相談会 鯖江市社会福祉協議会
鳥羽事業所
パソコンボランティア
サ クール 14
一般市民福井県消費生活センター5月29日いきいき消費者フォー ラム in 2011 ＡＯＳＳＡ８階
リハーサル室
折り紙研究会 12
一般市民森田文化祭実行委員会10月15日・16日森田地区文化祭 森田小学校体育館
栄養研究サ クール・
生活環境専攻・
ジャグリングサ クール・
ボランティアスタッフ
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活動サ クール
・学科の名称
参加
人数
参加した活動の状況 参加した学生の状況
募金、書き損じ葉書回収、
日赤の献血補助活動
（当センター での把握のみ）
図 1．子育て支援室利用者の傾向（来所頻度、年齢、距離）
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H19 年度
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表 4．子育て相談室の相談実績件数
子ども相談
203
262
705
898
985
女性相談
256
477
696
747
858
ママダイヤル
1,164
1,443
1,264
1,828
1,010
小　計
1,623
2,182
2,663
3,473
2,853
専門相談計
42
185
198
173
159
（小児科）
(2)
(72)
(79)
(87)
(84)
（精神科）
(9)
(21)
(32)
(6)
(8)
（弁護士）
(31)
(92)
(87)
(80)
(67)
総合計
1,665
2,367
2,861
3,646
3,012
単位（件）
写真　グループワークの様子
